
　

本
年
１
月
に
発
足
し
た
米
国
の
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、

多
国
間
主
義
に
基
づ
く
国
際
協
調
を
重
視
す
る
方
針

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
同
年

２
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
首
脳
テ
レ
ビ
会
議
後
に
発

出
さ
れ
た
首
脳
声
明
で
は
、
２
０
２
１
年
を
多
国
間

主
義
の
た
め
の
転
換
点
と
す
る
と
宣
言
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
国
際
協
調
の
機
運
と
期
待
が
高
ま
る

中
、
６
月（
11
～
13
日
／
英
国
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
）の

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
ち
、
５
月
11
、
12
の
両
日
、

英
国
産
業
連
盟
が
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
主
催
し
た

Ｇ
７
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト（
以
下
、
Ｂ
７
サ
ミ
ッ

ト
）に
経
団
連
を
代
表
し
て
早
川
茂
副
会
長（
当
時
）

と
と
も
に
参
加
し
た
。
今
年
の
Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、

Ｇ
７
各
国
お
よ
び
今
年
の
招
待
国（
豪
州
・
イ
ン

ド
・
韓
国
・
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
）の
経
済
団
体
に

加
え
、
国
際
機
関
か
ら
ン
ゴ
ジ
・
オ
コ
ン
ジ
ョ
＝
イ

ウ
ェ
ア
ラ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
や
ギ
ー
タ
・
ゴ
ピ
ナ
ー

ト
Ｉ
Ｍ
Ｆ
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
英
国
政
府
か
ら

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ト
ラ
ス
国
際
通
商
大
臣
ら
閣
僚
３
名

も
参
加
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
グ
ロ
ー
バ

ル
・
リ
ス
ク
」、「
貿
易
」、「
デ
ジ
タ
ル
」、「
気
候
変

動
と
生
物
多
様
性
」
の
４
分
野
に
つ
い
て
闊
達
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
模

様
を
紹
介
し
た
い
。

サ
ミ
ッ
ト
で
の
主
な
議
論

　

初
日（
11
日
）の
貿
易
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ト
ラ

ス
大
臣
を
前
に
早
川
副
会
長
が
、
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ（
信
頼

あ
る
デ
ー
タ
流
通
）実
現
に
資
す
る
質
の
高
い
電
子

商
取
引
協
定
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
過

度
な
補
助
金
に
対
応
す
る
た
め
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
補
助
金
に

関
す
る
協
定（
補
助
金
及
び
相
殺
措
置
に
関
す
る
協

定
）を
見
直
す
べ
き
と
発
言
し
た
。
ま
た
、
自
由
で

開
か
れ
た
貿
易
投
資
環
境
の
整
備
に
は
、
二
国
間
・

地
域
間
の
経
済
連
携
協
定
も
重
要
だ
と
し
て
、
Ｃ
Ｐ

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る

包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
）の
参
加
国
拡
大
が
、

自
由
で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
の
維
持
・
強
化
に

資
す
る
点
も
指
摘
し
た
。

　

２
日
目（
12
日
）の
デ
ジ
タ
ル
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

私
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
克
服
に
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
欠
か
せ
な
い
と
述
べ
た
う
え
で
、
経
済

の
回
復
に
不
可
欠
と
な
る
安
全
な
人
の
移
動
の
再
開

に
向
け
て
、
検
査
結
果
や
健
康
証
明
の
共
通
化
・
デ

ジ
タ
ル
化
が
重
要
だ
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
続
く
気
候
変
動
と
生
物
多
様
性
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
私
か
ら
脱
炭
素
の
実
現
の
鍵
を
握
る
の

は
企
業
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
し
た
う

Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
に
出
席
し
て

─
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
も
固
い
絆
を
再
確
認

副
会
長
／
外
交
委
員
長
／
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長

片かたの
ざ
か野
坂
真しんや
哉
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課
題
を
共
有
し
て
解
決
策
を
議
論
で
き
た
こ
と
で
あ

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合
で
あ
っ
て
も
、
政
策
の
議
論

は
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
始
ま
る
前
に
は
、
各
国
の
参
加
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
感
染
状
況
や
対
策
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
日
本
時
間
の
20
～
23
時
と
遅
い
時
間

で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
派
遣
で
き
な

い
中
で
、
各
国
経
済
界
の
リ
ア
ル
な
声
を
聴
く
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
が
、
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は

な
く
実
際
の
対
面
の
会
議
で
あ
れ
ば
、
会
合
の
前
後

等
も
含
め
て
様
々
な
話
題
に
つ
い
て
、
も
っ
と
自
由

に
意
見
交
換
を
重
ね
、
友
好
も
深
め
ら
れ
た
だ
ろ
う

と
考
え
る
と
、
特
に
距
離
の
あ
る
海
外
の
リ
ー
ダ
ー

と
は
、
胸
襟
を
開
い
て
話
が
で
き
る
リ
ア
ル
な
環
境

が
必
要
で
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
た
。

　

今
年
後
半
に
は
、
10
月
に
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
が
イ
タ

リ
ア
で
開
催
さ
れ
、
11
月
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
が
英
国
で
、

同
月
末
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
合
が
ス
イ
ス
で
そ
れ
ぞ

れ
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
Ｂ
７
で
の
議
論
や
共

同
提
言
の
主
張
を
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、

Ｂ
20
／
Ｇ
20
や
関
係
す
る
国
際
会
議
に
も
繋
げ
て
い

く
よ
う
、
経
団
連
と
し
て
も
、
各
国
経
済
団
体
や
政

府
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

︵
注
︶Ｂ
7
サ
ミ
ッ
ト
共
同
提
言
：https://w

w
w
.keidanren.or.jp/

policy/2021/045.htm
l

参
照

え
で
、
経
団
連
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
日
本
経
済
界
と
し
て

も
世
界
全
体
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
早
期

達
成
に
貢
献
し
た
い
旨
を
表
明
し
た
。

　

公
務
の
た
め
に
急
遽
欠
席
さ
れ
た
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
英
首
相
は
、
気
候
変
動
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、「
気
候
変
動
と
の
闘
い

は
困
難
な
課
題
で
あ
る
が
、
経
済
的
に
も
多
く
の
機

会
を
も
た
ら
す
。
新
た
な
技
術
、
産
業
、
雇
用
、
投

資
が
必
要
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
繁
栄
は
グ
リ

ー
ン
産
業
革
命
の
上
に
築
か
れ
る
。
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ

に
向
け
た
挑
戦
は
、
ゼ
ロ
サ
ム
で
は
な
い
。
官
民
で

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
訴
え
、
今
年
11
月
に
議
長

国
を
務
め
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26（
第
26
回
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
議
）に
向
け
た
強
い
決
意
を
表
明
し
た
。

Ｂ
₇
共
同
提
言

　

サ
ミ
ッ
ト
後
に
は
、Ｂ
７
共
同
提
言（

注
）が
発
出
さ
れ
た
。

　

今
年
は
、
貿
易
・
デ
ジ
タ
ル
・
気
候
変
動
と
生
物

多
様
性
の
３
分
野
で
、
分
野
ご
と
の
政
策
提
言
を
取

り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

統
合
し
た
共
同
提
言
を
取
り
ま
と
め
た
。
各
分
野
の

検
討
に
経
団
連
の
代
表
者
も
参
加
し
て
交
渉
を
重
ね

た
結
果
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
、
電
子
商
取
引
、
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
脱
炭
素
化
、
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ワ
ク
チ
ン
生
産
や
人
の

移
動
の
再
開
、
人
権
問
題
等
の
諸
課
題
に
関
し
、
経

団
連
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
た
。

会
議
に
参
加
し
た
所
感
と

今
後
の
取
り
組
み

　

今
年
の
Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
大
き
な
意
義
の
１
つ
は
、

自
由
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
の
尊
重
と
い

っ
た
価
値
観
を
共
有
す
る
各
国
の
経
済
団
体
間
で
、
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